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市 の 人 口 	男 25,571人 
	

世 帯 数 	14,707 

	

52,887人 女 27,316人 
	

（昭和59年 2月 1日現在）住民基本台帳から 

私立五所川原第一高校（越谷清蔵校長、生徒数 260 

人）では 2 月 2 日、血液不足の解消にと生徒 100人が

集団献血をしました。 

採血車に乗り込んだ生徒たちは、血液型や血圧測定

などの検査を受けた後、次々とベットに横になり献血

をしました0 

M 

献血は初めてという生徒が多く、献血した後のほっ

とした表情が印象的でした。 

市の今年度の献血目標は 2,440本（1本 200cc）で

すが、現在の実績は約 1,200本で50％を割っています。 

みなさんのご協力をお待ちしています。 
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可
を
受
け
て
い
る
こ
と
。
 

口
、
市
内
に
店
舗
を
有
し

て

い
る
こ
と
。
 

口
、
 

 
五
所
川
原
市
指
定
水
道

工
事
業
者
の
指
定
を
受

け
て
い
る
こ
と
。
 

四
、
排
水
設
備
工
事
の
設
計
 

及
び
監
督
管
理
を
す
る

排
水
設
備
責
任
技
術
者

一
人
及
び
排
水
設
備
配

管
工
二
人
以
上
を
常
時

雇
用
し
て
い
る
こ
と
。
 

岡
、
 

 
そ
の
他
市
長
が
必
要
と

認
め
る
要
件
。
 

ニ
、
指
定
の
申
請
 

驚
需
叫麟
響
罵
 

鷺 

市
で
は
昭
和
五
十
九
年
度
か
 

共
下
水
道

の
管
き
ょ
工
事
を
行

ら
一
部
供
用
開
始
に
向
け
、

公
 
っ

て
い
ま
す
が
、
今
回
次

の
箇
 

半
”
」H
~
Lー

ー
 
」
L
」ー

 

灘 

(561号） ② 

昨
年
九
月
か
ら
鎌
谷
町
に
建

設
し
て
い
た
コ
ミ
ュ

…
ァ
ィ
防

災
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
 
一
月
 

二
十
日
森
田
市
長
を
は
じ
め
鎌
 

谷
町
自
主
防
災
会
、

鎌
谷
町
、
 

弥
生
町
町
内
会
、

L
事
関
係
者
 

八
十
人
が
出
席
し
落
成
式
が
行
 

わ
れ
ま
し
た
。
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
 

ー
は
、
防
災
活
動
を
自
主
的
に
 

行
っ
て
い
る
団
体
に
国
が
補
助
 

を
し
て
建
設
し
て
い
る
事
業
。
 

千
百
八
平
方

M
の
敷
地
に
一
一

百
五
十
七

・
三
六
平
方
屑
の
鉄

骨
平
屋
建
て
で
、
七
十
畳
間

の
 

磁
」麟

網
 

和
室
、
八
畳
間
の
研
修
室
二
間
、
 

そ
れ
に
た
き
出
し
室
、
資
材
展

示
室
を
備
え
、
町
内
の
自
主
防

災
活
動
の
拠
点
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

苦
 

菅
 
骨
 

曇
 

そ
 

曇
 

「
二
 

五
所
川
原
市
指
定
排
水
設
備

工
事
業
者
の
指
定
申
請
を
来
る

三
月
一
日
か
ら
受
け
付
け
い

た

し
ま
す
。
 

申
請
者
は
、
申
請
書

（下
水

道
課
備
付
）
に
指
定
排
水
設
備

工
事
業
者
審
査
手
数
料

一
件
一

〇
、
〇
〇
〇
円
を
添
え
て
申
請

し
て
く
だ
さ

い
。
 

指
定
の
資
格
要
件
等
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。
 

一
、
指
定
工
事
業
者
の
資
格
要

件
 

。
、
建
設
業
法
第
三
条
の
規

定
に
よ
る
管
工
事
の
許
 
 

排
水
設
備
工
事
業
者
指
定
申

請
書
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
書
類
を
添
付
し
市
長
に
提

出
す
る
こ
と
。
 

O
、
 

 
建
設
業
法
第
三
条
の
規

定
に
よ
る
管
工
事
業

の

許
可
証
明
書
 

口
、
 

 
五
所
川
原
市
指
定
水
道

工
事
業
者
指
定
証
書

の

写
し
 

り
、
 

 
工
事
経
歴
書
 

四
、
 

 
申
請
者
（
法
人

の
場
合

は
、
そ
の
代
表
者
）
の

履
歴
書
及
び
身
分
証
明

書
 

所
で
施
工
し
ま
す
。
 

■

工
事
期
間
 
①
一
月
二
十

六
日
ー
三
月
二
十
日
ま
で
 

②
一
月
二
十
六
日
ー
三
月
一
一

十
五
日
ま
で
 

こ
の
間
、
 一
部
通
行
止
と
な

る
箇
所
も
あ
り
、
車
の
通
行
や

商
店
、
歩
行
者
の
皆
さ
ん
に
大

変
ご
不
便
を
か
け
ま
す
が
、
公

共
事
業
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
 

事
故
防
止
等
に
協
力
を
お
願
い
 

し
ま
す
。
 

◇
 
◇
 
◇
 

◇
 
◇
 
◇
 

◇
 

◇
 

◇
 

三
三
三
三
三
三
三
三三
三
三
三
三
三
三
一
三
 

囲
、
法
人
に
あ
っ

て
は
、
そ
 

の
定
款
及
び
登
記
簿
謄
 

本
 

因
、
責
任
技
術
者
及
び
配
管
 

工
の
経
歴
書
 

旧
、
前
年
度
分
市
税
の
納
税
 

証
明
書
 

囚
、
職
員
の
名
簿
 

囲
、
店
舗
所
在
地
付
近
見
取
 

図
 

同
、
所
有
機
器
調
書
 

O
、
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
 

認
め
る
書
類
 

三
、
指
定
の
有
効
期
問
 

指
定
を
受
け
た
日
か
ら

一
年
 

間
。
 

言 

緋
難
毅猿
舞
轟
透
湯
婚難
簿
精
落
審
灘
麟
難
 

(
 

r
 



市
指
定
水
道
 

 

工
事
業
者
の
申
請
を
受
仕

J
 

山
）
市
指
定
水
道
工
事
業
者
指

定
申
請
書
 

②
 
建
設
業
法
第
三
条
の
規
定

に
よ
る
許
可
証
明
書
 

③
）
建
設
業
法
第
二
十
七
条
の

二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
経

営
事
項
審
査
申
請
書
の
写
し

山
 
工
事
経
歴
書
及
び
実
績
証

明
書
 

⑧
 
配
管
工
事
に
必
要
な
機
械

器
具
保
有
調
書
 

⑨
 
責
任
技
術
者
及
び
配
管
技

工
承
認
申
請
書
 

な
お
、
水
道
工
事
業
は
、
次

の
資
格
要
件
を
備
え
て
い
な
け

れ
ば
指
定
を
受
け
ら
れ
ま
せ
h
 

の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。
 

・
 

建
設
業
法
第
三
条
に
規
定
 

以
上
の
実
績
を
有
し
て
い
る

一
」
とc
 

●
 

禁
治
産
、
準
禁
治
産
又
は

破
産
の
宣
告
を
受
け
て
い
な

い
一
」と
し
 

●
 

自
己
資
本
金

二
百
万
円
以

上
を
有
す
る
者
で
、
配
管
工

事
に
つ
い
て
の
営
業
年
数
が

ニ
年
以
上
の
実
績
を
有
し
て
 

濃
業
委
員
選
挙
人
名
簿
を
縦
覧
に
供
も
ま
す
 

農
家
の
皆
さ
ん
、
今
年
は
農
 

⑧
 
十
ァ
ー
ル
以
上
の
農
地
を
 

・
縦
覧
時
問
 
期
間
中
毎
日
 

業
委
員
の
選
挙
の
年
で
す
。
 

耕
作
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
 
午

前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
 

選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ

て
 

そ
の
同
居
の
親
族
で
、
お
お
 
時

ま
で
。
 「国

の
進
学

口
ー
ン
 

灘
鷲
議
麟鳶
り
ー
の
ご
 

使 r二ニラi燕FTTI 
ミ I台同除j巳祈願祭のこ案内l 
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ノ＼ z 	生まれの方 	 1 
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昭
和
五
十
九
年
度
の
市
指
定

水
道
工
事
業
者
の
指
定
を
受
け

よ
う
と
す
る
方

は
、
次
の
書
類

に
手
数
料
三
千
円
を
添
え
て
市

水
道
課
へ
申
請
し

て
下
さ
い
。
 

受
付
期
間
は
、

三
月
一
日
か

ら
三
月
十
日
ま
で
で
す
。
 

選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
る

要
件
は
、
男
女
の
別
な
く
次
の

三

つ
の
要
件
を
す
べ
て
備
え

て

い
る
人
に
限
ら
れ
ま
す
。
 

m
 
そ
の
選
挙
が
行
わ
れ
る
農

業
委
員
会
の
区
域
内
に
住
所

を
有
す
る
人
で
あ
る
こ
と
。
 

②
 
年
齢
が
満
二
十
歳
以
上
の

人
で
あ
る
こ
と
o
 

⑤
 
申
請
者
（

法
人
の
場
合
は

そ
の
代
表
者
）
の
履
歴
書
及

び
身
分
証
明
書
 

⑥
 
法
人

は
、
そ
の
定
款
及
び

登
記
簿
謄
本
 

⑦
 
国
税
及
び

地
方
税
を
完
納

し
た
こ
と
を
証
明
十
る
書
類
 

と
。
 

以
上
の
要
件
に
よ
り
調
製
し

た
選
挙
人
名
簿
に
登
録
し
た
者

の
氏
名
、
住
所
及
び
生
年
月
日

を
記
載
し
た
書
面
を
次
に
よ
り

縦
覧
に
供
し
ま
す
。
 

■

縦
覧
期
間
 
昭
和
五
十
九

年
／
H
二
十
二
日
か
ら
昭
和
五

十
九
年
三
月
八
日
ま
で
。
 
 

す
る
許
可
を
受
け
て
い
る
一
」
 

と
。
 

●
 

市
内
に
店
舗
を
有
し
て
い

る
一
」と
。
 

●
 

指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る

直
前
の
ニ
年
間
に
お

い
て
、
 

配
管
工
事
額
が
千
二
百
万
円
 

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
高
校
・

大
学
へ
進
学
さ
れ
る
お
子
様
を

お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象
と
し

て
、
進
学
資
金
貸
付
の
利
用
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

取
扱
期
間
 
十
一
月
か
ら
四

月
ま
で
 

い
る
こ
と
。
 

●
 

管
理
者
が
必
要
と
認
め
る

配
管
工
事
用
の
機
械
器
具
を

保
有
し
て
い
る
こ
と
。
 

●
 

日
本
水
道
協
会
東
北
地
方

支
部
長
が
認
定
し
、
登
録
し

た
者
で
、
か
つ
、
管
理
者
が

承
認
し
た
責
任
技
術
者

一
名

以
上
、
 
一
級
配
管
技
工

一
名

以
上
及
び
二
級
配
管
技
エ
ー
 

名
以
上
を
常
時
雇
用
し
て
い

る
一
」と
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
市
水
道
課
 

（
廿
⑩
二
一

一
一
番
・
内
線
一
一

六
四
番
）
又
は
西
北
五
管
工
事

協
同
組
合

（廿
⑩
八
五
七
八
番
）
 

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

●

縦
覧
場
所
 
市
選
挙
管
理
 

委
員
会
事
務
局
 （市

庁
舎
四
階
）
 

◇
 

◇
 

◇
 

融
資
限
度
 

一
進
学
者
五
〇
 

万
円
以
内
 

利
 
率
 

年
八
二

％
 
 

使
 

途
 
学
校
へ
の
納
付

金
、
受
験
費
用
、
 

教
科
書
代
、
制
服

代
、
下
宿
の
敷
金

な
ど
進
学
に
必
要

な
資
金
 

返
済
方
法
 
お
子
様
の
修
業

年
限
以
内
（
最
長

四
年
）
の
元
利
均

等
月
賦
返
済
（
ボ
 

ー
ナ
ス
れ
樺
m用
も

あ
り
ま
す
。
）
 

保

証
人
 

一
名
以
上
 

進
学
保
証
基
金
利
 
 

用
の
場
合
は
不
要

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
左

記
へ
お
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

弘
前
市
大
町
三
ー
一
ー
一
八
 

国
民
金
融
公
庫
弘
前
支
店
 

（
雷
〇
一
七
ニ
ー
三
六
ー
六
三

〇
三
）
 
（
担
当
 
西
村
）
 

な
お
、
お
近
く
の
銀
行
、
信

用
金
庫
、
信
用
組
合
、
農
協
、
 

漁
協
、
労
働
金
庫
で
も
取
り
扱

っ
て
お
り
ま
す
。
 

郵
貯
進
学
積
立
を
さ
れ
て
い

る
方
は
郵
便
局
へ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
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い
る
人
で
な
け
れ
ば
、
選
挙
権
 

む
ね
六
十
日
以
上
耕
作
に
従

ま
た
は
被
選
挙
権
が
あ
り
ま
せ
 

事
し
て
い
る
こ
と
、
農
業
委
 

ん
（u
 

員
会
が
認
め
た
人
で
あ
る
こ
 

 

出
発
前
に
か

け
て
安
心
 

 

   

事
故
見
舞
金
制
度
 



外
出
す
る
と
き
は
家
の
人
に
 

行
き
先
と
帰
宅
時
間
を
 

は
っ
き
り
告
げ
て
か
ら
 

出
か
け
ま
し
ょ
う
 

五
所
川
原
地
区

B
B
s
会

・
・
・
 

561 ' 昭和59年（1984年）2 月15日 	 広報ごしょがわら 

一
 

四
月
カ
ら
国
民
年
金

の
保
険

料
が

ー
カ
月
六
千
二
百

二
十
円

に
な
り
ま
す
。
 

国
民
年
金

の
財
政
は
、
収
め

ら
れ
る
保
険
料
を
大
半
の
収
入

と
し
、
支
払
わ
れ
る
年
金
を
支

出
と
し

て
、
長
い
将
来
に
わ
た

っ
て
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

保
険
料
は
安
い
に
こ
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
年
金
額

を
そ
の
時
代
の
生
活
、
レベ
ル
に

合
わ
せ
て

一
定
の
水
準
に
保

つ

よ
う
引
き
上
げ
る
た
め
に
は
、
 

保
険
料
も
引
き
上
げ
な
け
れ
ば

財
政
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し
 

ま
い
ま
す
。
 

自
主
的
に
納
め
な
け
れ
ば
な
 

ら
な
い
国
民
年
金

の
保
険
料
の
 

国
民
年
金

の
保
険
料
は
き
ち

ん
と
納
め
て
い
ま
す
か
。
 

国
民
年
金
に

は
老
齢
年
金
の

ほ
か
に
障
害
年
金
や
母
子
年
金

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
年
金
は
万
一
の
事
故
に
あ
っ

た
と
き
に
、
保
険
料
を
き
ち
ん

と
納
め
て
い
る
こ
と
が
、
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど

う
か
の
条
件
の
ー
つ
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
 

」
護難
灘
鷲
 

す
。
 

三
月
は
年
度
末
で
す
。
年
度

を
越
し
て
か
ら
納
め
る
と
き
は
、
 

違
う
用
紙
で
納
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
し
、
四
月
か
ら
は
五

十
九
年
度
分
の
納
付
も
始
ま
り

ま
す
の
で
、
ま
と
め
て
納
め
る

こ
と
に
な
れ
ば
額
も
大
き
く
な

り
、
 一
層
大
儀
に
な

り
ま
す
。
 

五
十
八
年
度
分
の
国
民
年
金

の
保
険
料
は
、
二
月
中
に
完
納

し
ま
し
ょ
・
つ
。
 

公
平
取
引
委
員
会
で
は
、
ヤ

ミ
カ
ル
テ
ル
や
不
公
平
な
取
引

を
撲
滅
す
る
た
め
、
昭
和
五
十

九
年
度
消
費
者
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
 

■

応
募
資
格
 
青
森
市
か
ら

交
通
所
要
時
間

一
時
間
半
以
内

の
地
域
に
居
住
す
る
二
十
歳
以

上
の
婦
人
。
 

■

応
募
方
法
 
所
定
の
申
込

用
紙
に
記
入
し
て
提
出
し
て
下

さ
い
。
 

用
紙
は
、
青
森
県
消
費
流
通
 

高
校
に
行
き
た
い
。
入
り
た
 

。
 今

も
私
の
胸
に
残
っ
て
い
る

希
望
で
す
。
し
か
し
私
は
、
就

職
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
 

今
か
ら
三
年
前
、
入
学
し
て
間

も
な
く
、
石
川
県
に
就
職
し
て

い
た
姉
か
ら
手
紙
が
き
ま
し
た
。
 

「わ
も
高
校
さ
行
き

て
ど
思
っ
 

課
ま
た
は
市
商
工
観
光
課
に
備

え
て
あ
り
ま
す
。
 

・

モ
ニ
タ
ー
の
仕
事
 

H
委
員
会
が
行
う
年
数
回
の
 

ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
。
 

口
委
員
会
か
ら
依
頼
さ
れ
る
 

た
ば
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
家
の
事

考
え
て
、
就
職
し
た
。
進
学
し

た
人
を
羨
ま
し
く
思
っ
た
時
も

あ
っ
た
け
ど
、
自
分
な
り
に
有

意
義
に
や
っ
て
る
は
ん
で
、
友

子
に
は
わ
の
分
ま
で
、
頑
張
っ

て
高
校
さ
入
っ
て
も
ら
い
て
。
 

友
子
は
、
高
校
さ
入
る
つ
も
り

で

一
生
懸
命
勉
強
せ
。」
と
書
い

て
あ
り
ま
し
た
。
姉
の
手
紙
に

支
え
ら
れ
て
、
私
は
三
年
間
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
。
家
の
経
済

状
態
が
ど
ん
な
に
悪
く
て
も
、
 

進
学
で
き
る
と
い
う
大
き
な
希

望
を
。
 

父
も
母
も
共
に
働
い
て
ま
す
。
 

父
は
出
稼
ぎ

に
、
母
は
留
守
を
 

調
査
に
協
力
。
 

日
消
費
者
の
立
場
か
ら
要
望
、
 

情
報
、
意
見
等
を
随
時
提
出
す

る
。
 

■

任
期
 
四
月
か
ら
昭
和
六

十
年
三
月
末
ま
で
。
 

■

詳
細
 
青
森
県
消
費
流
通

課
へ
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

守
り
な
が
ら

一
日
中
休
む
暇
も

な
く
働
い
て
い
る
の
で
す
。
保

険

の
セ
ー
ル
ス
ゃ
牛
乳
配
達
を

し
た
り
、
そ
れ
ら
の
合
間
を
見

て
は
、
焼
鳥
屋
を
手
伝
い
に
行

く
と
い
う
毎
日
な
の
で
す
。
 

し
か
し
、

い
く
ら
父
が
働
い

て
も
生
活
は
楽
に
な
ら
な
い
の

で
す
。
と
い
う
の
も
私
の
母
が
、
 

何
年
か
前
に
事
業
に
失
敗
し
、
 

人
に
駈
さ
れ
て
、
莫
大
な
借
金

を
背
負
う
事
に
な
っ
た
の
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
私
の
家
の
生

活
費
は
、
借
金
の
返
済
で
精

一

杯
な
の
で
す
。
返
済
日
は
、
決

ま
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
食
糧

費
や
光
熱
費
、
そ
の
他
で
支
払
 

課稽台帳謎走覧し窺う 
固定資産登録の確認を 

市税務課では、固定資産課税台帳を次の日程

で縦覧に供します。関係者は各自の固定資産課

税台帳を縦覧し、登録された事項を確認して下

さい。 

これは、固定資産の評価額など59年度の固定

資産税と都市計画税の税額の算定の基礎となる

ものですので、とくに昨年中に家屋を新増築し

たり、土地を取得された方は必ず縦覧しましょ 

う 

なお、登録された事項に不服がある場合は、 

縦覧期間の初日から末日後 10日までの間に、 

固定資産評価審査委員会に審査の申し立てをす

ることができます。 

縦覧期間 3月 1日～3月21日まで

縦覧場所 市税務課（本庁3階） 

（平日は午前8時30分から午後 4時45分ま

で、土曜日は午前 8時30分から12時15分

まで。） 

、
 

消
費
者
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
 

識
四
月
か
ら
国
民
 

の
保
険
料
分
一が
お
ザ
ま
 

『
凄
慶
黛
釜
傑
隣
糠
峨
惑
繊
横
達
 

負
担
感
は
け
っ
し
て
軽
い
も
の
 
鷲
、
く
く
く
 

鯵
難）
鯉
薮
難
鮫
細
熟
鞭
績
議
議
難
撫
購
難
 

議 
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畠
編
物
講
習
（

手
編
み
）

苦
 

働
く
婦
人
の
家
で

は
、
初
歩

的
な
編
物
の
出
来

る
方
を
対
象

に
、
よ
り
高
度
な
技
術
を
習
得

す
る
た
め
編
物
講
習

（
手
あみ
）
 

を
行
い
ま
す
。
 

■

講
習
日
時
 

二
月
二
十
四

日
圏
、
二
十
七
日
囲
、
三
月
一
一

日
圏
、
五
日
囲
、
士

一
日囲
、
 

十
九
日
囲
。
 

い
ず
社
も
午
前
十
時
か
ら
正

午
ま
で
。
 

●

講
習
会
場
 

働
く
婦
人
の

家
。
 

◆
ー
ー
 
“

"
 

教
育
振
興
に

と
 

五
万

一
千
余
円
を

寄
付
 

北
五
美
容
組
合

北
五
美
容
組
合

（
小
関
チ
ョ

組
合
長
）
は
一

月
二
十
五
日
、
 

■

受
講
料
 
無
料
。
 
（
テ
キ

ス
ト
代
は
自
己
負
担
に
な
り
ま

す
。）
 

■

募
集
人
員
 
三
十
人
。
 

■

申
込
み
先
 
働
く
婦
人
の

家
（
廿
的
八
八
九
八
番
）
 

教
育
振
興
会

へ
 

十
万
円
を
寄
付
 

団
法
人
市
教
育
振

興
会
へ
十
万

円
を
寄
付
、
鈴
木
教
育
長

へ
託

し
ま
し
た
。
 

藍
綬
褒
章
の
受
章
を

記
念
し

て
贈
っ
た
も
の
で
す
。
 

納
税
証
明
書

の
 

請
求
は
お
早
め
に
 

各
種
の
申
請
書
に
添
付
す
る

た
め
の
「
納
税
証
明
書
」
 
の
請
 

■

申
込
み
期
限
 
二

月
二
十

一
日
因
。
 

■

持
参
す
る
も
の
 
筆
記
用

具
、
棒
針
八
月
、

ハ
サ
ミ

（縮

尺
、
早
見
表
）
 

主
催
 
五
所
川
原
市
働
く
婦

人
の
家
。
共
催
 
青
森
県
婦
人

就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
。
 

◇
 
◇
 
◇
 

し
て
証
明
書
の
交
付
が
お
く
れ

る
な
ど
、
ご
不
便
を
お
か
け
す

る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
か
ら
、
 

で
き
る
限
り
二
月
中
頃
ま
で
、
 

、
 

い
を
す
る
と
、
お
金
が
足
り
な

く
な
り
、
返
済
が
遅
れ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
催
促
の
電
話
は
煩
く
、
 

私
達
家
族
に
と
っ
て
は
、
本
当

に
辛
い
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
 

父
も
母
も
そ
ん
な
事
に
は
、
負

け
て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
母
は
、
 

精

一
杯
剛
る
く
ふ
る
舞
い
、
大

声
で
笑
い
、
私
達
を
、
安
心
さ

せ
る
の
で
す
。
 

そ
ん
な
母
を
見
て
、
私
達
姉

妹
も
家
事
を
一
生
懸
命
手
伝
い

ま
し
た
。
朝
晩
の
ご
飯
仕
度
、
 

洗
濯
、
掃
除
を
し
ま
し
た
。
家

事
を
す
る
の
が
、
辛
い
日
も
あ

り
ま
し
た
。
私
は
、
バ
レ
ー
部

に
入
っ
て
い
ま
し
た
が
、
練
習

は
、
と
て
も
厳
し
く
、
部
活
が

終
っ
て
家
に
着
く
と
、
七
時
に

も
八
時
に
も
な
っ
て
い
る
事
が
、
 

た
び
た
び
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
 

ご
飯
の
仕
度
。
も
う
ク
タ
ク
タ

で
、
ご
飯
な
ど
を
食
べ
な
く
て

も
、
眠
っ
て
し
ま
い
た
い
と
思

う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
朝
練

習
に
は
、
参
加
出
来
な
い
分
、
 

私
は
、
挽
回
し
よ
う
と
、
午
後

の
練
習
は
、
必
死
で
し
た
。
大

好
き
な
バ
レ
ー
で
す
か
ら
、
絶

対
止
め
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
 
 

ま
し
た
。
辛
く
て
も
、
勉
強
と

部
活
と
家
事
の
仕
事
と
、
や
り

通
し
て
き
ま
し
た
。
 

で
も
、
今
年
に
な
っ
て
、
自

分
の
進
路
を
は
っ
き
り
と
、
決

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
 

母
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
母
は
、
 

言
い
に
く
そ
う
に
し

て
、
言
い
 

3
年
 

ま
し
た
。
 

「友
子
に
は
、
ず
う
と
進
学
さ

せ
て
や
り
て
け
ど
も
、
や
っ
ぱ

り
、
就
職
し
て
も
ら
い
て
な
あ
」
 

と
。
 

「や
っ
ぱ
り
、
そ
し
ね
ば
ま
に

ゃ
あ
べ
な
」
 
と
私
は
、が
っ
か

り
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
 

苦
し
く
て
も
、
姉
に
助
け
て
も

ら
っ
て
、
進
学
で
き
る
と
い
う

期
待
を
持
っ
て
た
か
ら
で
す
。
 

家
の
状
態
を
、
は
っ
き
り
分
っ

て
い
て
も
、
高
校
に
は
、
入
り

た
か
っ
た
の
で
す
。
高
校
で
の

希
望
を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
 

母
に
、
は
っ
き
り
言
わ
れ
て
、
 

最
大
の
目
標
が
、
消
え
て
し
ま

い
ま
し
た
。
何
か
勉
強
へ
の
意

欲
が
、
 
一
つ
も
二
つ
も
足
り
な

く
な
っ
た
よ
う
な
感
じ
に
な
り

ま
し
た
。
で
も
、
就
職
す
る
事

に
、
は
っ
き
り
決
意
し
ま
し
た
。
 

今
、
就
職
と
決
め
た
私
。
い
 
 

つ
ま
で
も
、
こ
ん
な
生
活
じ
や
、
 

妹
だ
っ

て
母
だ
っ
て
、
辛
い
だ

ろ
う
と
思
う
の
で
す
。
妹
だ
け

に
は
、
こ
ん
な
思
い
は
さ
せ
た

く
な
い
。
も
う
悔
ん
だ
り
し
た

く
な
い
。
就
職
し
て
も
、
高
校

に
入
り
、
勉
強
も
続
け
ら
れ
る

し
、
大
好
き
な
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 

岡
 
田
 
友
 
子
 

だ
っ
て
で
き
る
。
今
よ
り
、
も

っ
と
厳
し

い
毎
日
だ
か
も
し
れ

な
い
が
、
勉
強
だ
っ
て
、
頑
張

っ
て
み
れ
ば
、
姉
の
よ
う
に
、
 

い
つ
か
は
き
っ
と
、
認
め
て
も

ら
え
る
。
就
職
し
た
っ
て
、
先

輩
や
上
司
が

い
る
。
そ
の
人
達

の
言
う
こ
と
を
、
素
直
に
聞
い

て
れ
ば
、
む
く
わ
れ
て
、
い
い

仕
事
だ
っ

て
貰
え
る
だ
ろ
う
。
 

今
ま
で
の
、
学
校
生
活
な
ど
で

は
、
甘
え
る
事
が
、
で
き
た
が
、
 

こ
の
世
界
、
社
会
に
出
た
ら
、
 

甘
え
る
こ
と
な
ど
は
も
っ
て
の

ほ
か
で
あ
る
。
何
処
へ
就
職
に

行
っ
て
も
、
部
活
動
で
の
苦
し

み
を
、
忘
れ
な
け
れ
ば
、
き
っ

と
続
け
て
い
く
事
が
出
来
る
だ

ろ
う
。
 

同
級
生
よ
り
一
歩
早
く
、
社

会

へ
踏
み
入
る
事
は
皆
よ
り
、
 

一
つ
大
人
に
な
る
事
だ
と
、
私

は
思
っ
て
い
ま
す
。
 

・

◆
‘
・
・
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・
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‘
・
・
◆
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市
の
教
育
振
興
基
金
に
役
立
て
 

求
が
、
毎
年
二
月
か
ら
三
月
に

て
下
さ
い
と
五
万
一
千
七
百
十
 

け
て
集
中
し
て
お
り
ま
す
。
 

五
円
を
市
教
育
振
興
会

へ
寄
付
、
 

し
か
し
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
時

鈴
木
教
育
長

へ
託
し
ま
し
た
。
 

期
は
、
申
告
所
得
税

の
申
告
と

先
き
に
開

い
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
 

納
税
の
時
期
に
あ
た
っ
て
お
り

パ
ー
テ
ィ
ー
で
の
収
益
金
を
贈
 

ま
す
の
で
、
署
内
は
大
変
混
み

っ
た
も
の
で
す
。
 

合
い
、
ま
た
事
務
が
ふ
く
そ
う
 

元
町
の
成
田
弘
三
さ
ん
 

ま
た
は
四
月
以
降
に
請
求
さ
れ

市
内
元
町

の
成
田
弘
 
さ

Jn
 

る
よ
う
ご
協
カ
を
お
願
い
し
ま

は

一
月
二
十
七
日
、
教
育
振
興
 

す
。
 

基
金
に
役
立
て
て
下
さ
い
と
財
 

（五
所
川
原
税
務
署
）
 

轟
慕

マ
 

懲
甘
薄
 

‘り
 

麟
私
の

進
路
 
聾
（
嚇着
 

、●
〈「
5
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5(il) ; 

最低賃金改正決定のお知らせ年 

青森労働基準局 

青森県の最低賃金が次のとおり改正されましたので
お知らせ致します。 

最
発
 
賃
効
 
の
年
 
区

月
 
分

日
 

最 	低 	賃 	金 	額 

青森県食料品製造業 
最 	低 	賃 	金 

59.1.21 

1日 3.282円、 

（時間給労働者 1時問 411円） 

青最
 
産

県
低
ュ
 
維

賃
 
業
金
 

森
 

5
9
 

 

繊
 

2
1
 

 

1日 3,086円 

（時間給労働者 1時間 386円） 
青森県木材、木製品
家具・装備品製造業 
最 	低 	賃 	金 

59.1.21 

1日 3,250円 

（時間給労働者 1時間 407円） 

青森県出版・印刷 I 
同関連産業最低賃金 

59.1.21 

1日 3,264円 

（時間給労働者 1時間 408円） 

青森県機械・金属製
品等製造業最低賃金 

59.1 .21 

1日 3.344円 

（時間給労働者 1時間 418円） 

青森県卸売業・小売業 

最 	低 	賃 	金 

59.1. 21 

L卸売業に係る業務に従事する者 
1日 3.363円 

（時間給労働者 1時間 421円） 
2.市部の区域内の事業場で小売業に 

係る業務に従事する者 
1日 3.095円 

（時間給労働者 1時間 387円） 
青森県自動車整備業 
最 	低 	賃 	金 

59.1.21 

1日 3,350円 

（時間給労働者 1時間 419円） 

青森県窯業・土石製品

製造業最低賃金 

59.1. 21 

麗麟b鰍 444I)は

混認器者1時間 395円） 
青森県最低賃金 

58. 10. 20 

1日 2.951円 
（時間給労働者 1時間 369円） 
ただし、上記の産業別最低賃金が定 
められている業種にっいては、それ 
ぞれの産業別最低賃金が適用される 

固園圏回回団園因 
献血は尊い人命を守る贈り物。採血車をみかけたら、 

進んで献血しましょう。 

広 
報‘ーーーーー一’ 	回 
紙 I 
の I  昭和58年分の所 

早I  得税の確定申告は、。。税君堰 	a 

裂i 2月~ 6日から受付

右〒 I  が始まります。申 

に I  告期限は 3 月~ 5日 
" i  
ニi  ですが、期限問近

力 I になりますと税務 

下I  署はたいへん混雑しますこ落ち着いて相談 

まてきなかったり、長時問お待ちいただくよ 
I  うなことになりかねませんので、確定申告 

I  はできるだけ早く行うようにしてください。 

「ー般健康診査実施の 	 I 

l 	 お知らせ一」 

一対象は40歳以上の方一二 

市では40歳以上の方を対象に、一般健康診査を行います。 

対象の方は、診査を受けるようにして下さい。 

※職場等で健康診査を受けられる人は除きます。 

・実 施 期 間 59年 2 月1日（加-3月15日（木） 

・実施医療機関 市立西北中央病院及び医師会加入の医

療機関 

・申し込み先 本庁管内は市保険衛生課窓ロ 

支所管内は支所窓口。 

印鑑、保険証が必要です。 

・診 査 内 容 間診、身体計測、理学的検査（打診、 

聴診、触診）、 血圧測定、検尿。 

また医師が必要と判定した場合には、 

精密診査が受けられます。 

●診査 料金 一般健康診査 無料 

一般精密診査 1,000円 

なお70歳以上の方、生活保護受給者、市民税非課税世帯 

の方は無料となります。 

・お間い合わせ 市保険衛生課予防衛生係（廿⑩21 11 
内線 270番）へお問い合せ下さい。 

囲囲囲回囲園圏固 
■受 付 時 間 午後1時～1時30分まで 
■持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

現在病気治療中か他の医療機関で健康診査を受けている 

乳幼児はご遠慮下さい。6 カ月児、 1歳児は健康相談のみ 

です。 
I歳 6 カ月児に限り歯科衛生指導も行います。 

■お願い 3歳児健診は、尿検査も行いますので、当日き 

れいに洗った小びんに尿を入れてもってきてください。 

■ところ いずれIノ保健センター（新町バス停前〕 
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医療以外の 

保健事業の 

ごあんない 
川川川川川老人保健法関係川川川川川 

五所川原市役所 

保険衛生課 

、献血（やい人命を守る贈りもの、  
、採血車を見かけたら進んで献血をしましょうノ、 



老人保健法の施行に伴って、市では、 

働きざかりのころから病気の発生防止、病気の早期発見、社会への早期復帰など、市 

民の健康を守るために、次の6つの事業を行っています 

1 健康手帳の交付 

2 健康診査 

3 健康相談 

4 健康教育 

5 機能訓練 

6 訪問指導 

巨 健康手帳の交付 J了 
4〇才から69才までの人で、交付を希望される人に無料で交付されます 

健康手帳は、市役所・保険衛生課窓口又は支所窓口で交付しています 

	印鑑と健康保険証が必要です

健康手帳には 

血圧測定の記録、健康診査の記録、がん検

診の記録のほか、成人病の予防や健康生活

を送るための知識などが盛り込まれていま

す 

2．健康診査 ／ 
大きくわけて、一般健康診査とがん診査を行っています 

※職場等で健康診査を受けられる人は除かれます  

m―般健康診査 

40才以上の人は、毎年1 回、無料で、医師会加入の医療機関及び市立西北中央病院におい 

て健康診査（一般診査）を受けられます 

受診者証が必要です 



(2）胃がん検診 

4〇才以上の人は、広報ごしょがわら

で募集して、県成人病センター検診車

での集団検診が受けられます 

(3）子宮がん検釦 

3〇才以上の人は、広報ごしょがわら

で募集して、県成人病センター検診車

での集団検診が受けられます 

受診者証は 

本庁管内は 市役所 ,・保険衛生課窓ロ 

支所管内は 支所窓ロ 

で交付しています。 	印鑑と健康保険証が必要です 

健康診査の内容は 

問診、身体計測、理学的検査、打診・聴診・触診）、血圧測定、検尿を行います 

また、医師が必要と判断した場合には、精密診査（心電図、眼底検査、貧血 

検査、肝機能検査、血糖検査）が受けられます 

なお、精密診査は、受診者負担~ ,000円があります 



健康相談  ／ 
40才以上の人を対象に、無料健康相談を行っていまず。 

日時・会場は、毎月の広報ごしょがわらに掲載していますコ 

4．健康教育  ／ 
4〇才以上の人を対象に、無料健康教室を開催しています。 

日時・会場は、毎月の広報ごしょがわらに掲載しています。 

．機能訓練 ノ 	

か 

40才以上の人で、脳卒中などの後遺症‘リウマチ・関節炎・骨折などの骨・関節の病気や

けが、老化などのためにからだを動かすのが不自由な人は、無料で、金山‘青山荘で通所に

よる機能訓練を受けることができます。 

申請手続など、くわしいことは市役所・保険衛生課ノ＼問い合わせください。 

   

   

 

6．訪間指導1/  

 

 

40才以上の人で、家庭で寝たきりの状態に 

なっている人又は寝たきりに近い状態の人は、 

⑥療養の方法 

（栄養・生活指導など） 

⑥看護の方法 

（清潔・床ずれ予防など） 

⑥機能訓練 

（日常生活の動作訓練など） 

について、無料で指導が受けられます。 

申請手続など、くわしいことは、市役所 

 

保険衛生課ノ＼問い合わせください。 

※問い合わせ先五所川原市役所 保険衛生課 
電話  35-2111  内線 270 	 住所  037  五所川原市岩木町12 
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